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Ⅳ． 南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針（見直し素案）の提示 

 

 

１．南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針（見直し素案）の作成経緯 

 南アルプス国立公園においては、「南アルプス高山植物等保全連絡会」において、平成

23年３月に「南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針」を策定し、これに基づき、捕獲

事業や防鹿柵・植生保護復元施設の設置、モニタリング調査等の対策を実施してきている

が、シカによる影響が収束してきたとは未だ言い難い状況にある。 

 そこで、南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針（見直し素案）を作成するために、

「南アルプス国立公園ニホンジカ対策検討会」を３回、「シカ管理手法検討グループ会

議」を１回開催した。なお、平成23年３月31日に策定された方針は、「南アルプス国立公

園ニホンジカ対策方針（以下、対策方針と称す。）」と「南アルプス国立公園ニホンジカ対

策方針 別紙（以下、別紙と称す。）」の２部構成である。 

 

（１）南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針 

 対策方針の見直し素案作成経緯の概要を、変更があった部分のみ示した。以下の項目

の番号は対策方針の番号に合わせた。詳細については、巻末資料（各検討会資料）を参

照されたい。 

  

 ■「１．背景及び目的」見直しの概要 

平成23年の方針策定から５年が経過し、その間に実施された対策（捕獲や防鹿柵設置

等）やモニタリング調査（植生の変化やシカ生息状況の推移等）の結果を踏まえ、また、

本方針のシンボル的な目標として「1980年代の植生」という言葉を追加した。 

 

■「４．対策目標」見直しの概要 

 現行の対策目標は、植物相及び植生に関しての保全目標のみを記載していたため、「ニ

ホンジカ対策目標」を追加し、「高山・亜高山帯」と「山地帯」ごとに目標を定めた。 

 また、ニホンジカによる植物相及び植生への影響に応じて保全対策を講ずるため、既に

ニホンジカの影響が及んでいる植生と及んでいない植生について、表Ⅳ－１のとおり変更

した。 

表Ⅳ－１ ニホンジカの影響段階

新区分

現在進行しているニホンジカによる
植生への影響低減

②ニホンジカの影響により
　　変化しつつある植生への措置

③ニホンジカの影響により
　　著しく変化した植生への措置

④ニホンジカの影響により
　　既に消失した植生への復元

②ニホンジカの影響が
　 及んでいない植生

ニホンジカによる影響が及んでいない
植生への保全の観点からの予防的な措置

①ニホンジカによる影響が及んでいない
　植生への保全の観点からの予防的な措置

ニホンジカの影響により
既に消失した植生の復元

①ニホンジカの影響が
　 及んでいる植生

現行区分

 



 

78 

 

■「５．対策の実施方針」見直しの概要 

（１）生態系の状況把握及び監視 

①植物相及び植生の監視 

本文中に「ニホンジカ対策の実施効果」を追加 

②ニホンジカの生息状況等の把握 

タイトルに「等」を、本文中には捕獲に関する事項を追加 

 

（２）ニホンジカの防除 

②防鹿柵 

   タイトルの「防鹿柵」を「防鹿柵（植生保護柵）」に変更 

 

（３）環境の改善 

①土壌侵食等への対策 

本文中に「専門家の指導・協力」を追加 

 

②ニホンジカ増加防止のための環境改善 

本文中に「対策」を追加 

 

  新たに以下の項目を追加した。 

（５）順応的管理に向けた技術開発 

順応的管理を進めて行く上で必要なモニタリング手法や新たな排除手法等に関す

る調査研究、技術開発を図る。 

 

■「６．実施体制」見直しの概要 

連携が重要であることを明確にするため、「隣接県」、「関係市町村」を追加した。 

 

■その他 

平成26年に鳥獣保護管理法が施行されたことによる名称変更に伴う文言の修正をし

た。例えば、「特定鳥獣保護管理計画」が「第一種特定鳥獣保護計画」と「第二種特定

鳥獣管理計画」に名称が変更されためである。 

 

（２）南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針 別紙 

 別紙の見直し素案作成経緯の概要を、変更があった部分のみ以下に示した。各項目の

番号は対策方針の番号に合わせた。また、対策方針と同様、詳細については巻末資料

（各検討会資料）を参照されたい。 

なお、第３回の検討会終了後、事務局より「兎岳周辺」地域を新たに保全対象地とし

て区分１に追加提案を行い、検討員から了承を得た（表Ⅳ－２）。 
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表Ⅳ－２ 兎岳周辺の情報 

保全対象地 
再評価区分 

備考 
新区分1 新区分2 新区分3 新区分4 

兎岳周辺 

※検討会後、事務局より新たに

保全対象地へ追加提案を行い、

検討員から了承を得た。 

○    

昨年状況を確認。影響は及んでい

ない。防鹿柵の設置後、管理がな

されていないので折れ曲がった鋼

製柵が目立つ状況。 

 

 ■「１．保全対象地の選定について」見直しの概要 

対策方針の見直しに伴い、保全対象地の区分を現行の３区分から４区分とし（表Ⅳ－

３）、ニホンジカの影響段階の少ない順に並び変えた。 

また、策定から５年間が経過したため、保全対象地の見直し（再編集（統合・分離）、

区分変更等）、新規追加等を行った。 

表Ⅳ－３ ニホンジカの影響段階 

（１）
ニホンジカの影響が及んでいるが、
現在であれば保全を優先すべき植生の
復元の可能性が高い場所

（２）
ニホンジカの影響により植生が変化しつつあるが、
現在であれば保全を優先すべき植生の
復元の可能性が高い場所

（３）
ニホンジカの影響により、
既に植生が完全に変化している場所

（４）
ニホンジカの影響により、
植生が消失し裸地化して、土壌浸食が生じている場所

（３）
ニホンジカの影響が及んでおらず、
保全を優先すべき植生が残っており、
今後影響を受ける可能性が高い場所

（１）
ニホンジカの影響が及んでおらず、
保全を優先すべき植生が残っており、
今後影響を受ける可能性が高い場所

ニホンジカの影響により、
既に植生が完全に変化、
または植生が消失し、裸地化して土壌浸食が生じている場所

現行区分 新区分案

（２）

 

 

■「２．各対策の実施について」見直しの概要 

（２）ニホンジカ防除 

①個体数管理 

  捕獲場所の考え方、捕獲方法、その他の防除の３小項目を追加し、内容を拡充した。 

 

②防鹿柵 

レフュージアとしての観点による小型防鹿柵の検討及び設置場所の選定にあたって

の長期的な維持管理の観点を追加した。 

 

（３）見直し素案全体を通した意見 

保全対象地の選定に関する意見として、以下のことが論議された。詳細は、第３回検討

会議事概要を参照されたい。 

 保全対象地の情報（名称、位置（地図・ポリゴンデータ・写真等）を整理するこ

とが重要である。 

 保全対象地名が変更・統合された場合、過去が分かるようにすることが影響評価
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をしていく上で重要である。 

 あまり細かく保全対象地を分けると、その場所ごとに評価が異なってくるので、

ある程度影響の度合いを全体でみる。 

 新規候補地についても検討すべき。 

 今回新たに４区分で議論し再評価したことで、平成23年当時の３区分ではどうし

ても表せない状況が明確に整理できた。 

 被害が「ある」「なし」という考え方と、「影響の及んでいる」という別の考え方

が、一緒になっている。新区分については、はっきりと「影響」と「被害」とに

分けられていない。被害があっても影響が及んでいるかどうか、ということが難

しさにつながっている。 

 シカの足跡、糞、死骸等のデータを記録することで、それぞれの場所でどのくら

い状況が進んだか評価できる。 

 南アルプスの高山帯は、最初にシカの被害を受けた代表的な場所で、しかも全滅

に近いような状況になっているの。そこで、誰が見てもわかるものを将来作るこ

とが、今後北アルプスにも影響が及んできたとき南アルプスの経験を活かすとい

う点でも重要である。 

 

２．南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針（見直し素案）作成 

次頁に、南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針及び別紙の見直し素案を示した。 

現行の南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針及び別紙から修文または追加した文字を

「赤字」で示した。 
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南アルプス高山植物等保全対策連絡会 
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１．背景及び目的 

南アルプスは3,000m 級の山々が連なり、豊かな自然と美しい自然景観を有

する日本を代表する山岳地域である。その主要部分を占める高山・亜高山帯

には、厳しい自然環境に適応した生物が生息しており、それらには氷河期の

遺存種、固有種、希少種や南限種等（以下「固有種等」）も多く、生物多様性

保全の観点からも重要な地域である。 

しかし、1990年代末から、ニホンジカによる「お花畑」への影響が報告さ

れるようになり、その後の10年間で急速に影響が拡大し、深刻化した。 

高山・亜高山帯の生態系を構成する植物は環境の変化に対して脆弱であ

り、さらに、南アルプス国立公園の高山・亜高山帯は過去にニホンジカによ

る影響を受けておらず、一度衰退するとその回復に長い年月を要する。ま

た、植物相の変化や植生の衰退は、高山・亜高山帯を生息場所とする動物の

生息環境の劣化をもたらす。 

このため、平成23年3月31日に南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針を策

定し、関係行政機関等の連携・協力のもと、捕獲、防鹿柵(植生保護柵)の設置

等の対策を緊急的に実施してきた。しかし、ニホンジカによる影響が収束し

てきたとは未だ言い難い状況にあり、引き続き不可逆的な影響を防止するた

めの対策の着実な実施が必要である。 

以上を踏まえ、高山・亜高山帯の生態系に影響を及ぼしているニホンジカ

を可能な限り排除し、ニホンジカの影響が及ぶ以前の1980年代の植生を目安

として南アルプス国立公園の生態系の保全を図るため本対策方針を見直し策

定するものである。 

 

２．保全対象 

 南アルプス国立公園の優れた景観を構成する高山・亜高山帯の生態系を保

全対象とする。 

 

３．対象実施対象区域 

南アルプス国立公園及びその隣接地域を対象区域とする。 

 

４．対策の目標 

高山・亜高山帯から可能な限りニホンジカを排除し、ニホンジカの影響が

及ぶ以前の植生である1980年代の植生を目安として、南アルプス国立公園の

生態系の保全を図ることを目標とする。 
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 ■植生保全目標 

ニホンジカによる植物相及び植生への影響に応じて保全対策を講ずるた

め、以下のとおり植生保全目標を定める。 

特に現在強い影響が及んでいる「お花畑」と呼ばれる亜高山帯の高茎草本

群落、高山帯の高山多年生草本群落等については、多様性が保たれていた過

去の植生を目指す。 

 

①ニホンジカによる影響が及んでいない植生への保全の観点からの予防的な

措置 

ニホンジカによる影響はまだ及んでいないが、固有種等の生育地やその地

域を代表する植生があり、今後、影響が及ぶ可能性が高い場所において、予

防的な保全対策を施す。 

 

②ニホンジカの影響により変化しつつある植生への措置 

ニホンジカの影響が及ぶ以前に成立していた植生から構成種の数、その被

度・草丈等に低下が生じている場所において、影響の低減により植生の復元

を図る。 

 

③ニホンジカの影響により著しく変化した植生への措置 

 ニホンジカの影響により、以前に成立していた植生から著しく変化した場

所において、影響の低減及び適切な対策を行い植生の復元を図る。 

 

④ニホンジカの影響により既に消失した植生の復元 

ニホンジカの影響により、植生が消失した結果、裸地化し、土壌侵食が生

じているような場所において適切な対策を行い植生の復元を図る。 

 

■ニホンジカ対策目標 

 ニホンジカによる高山・亜高山帯の植生への影響を低減させるため、以下

のとおり対策目標を定める。 

 

①高山・亜高山帯 

 ニホンジカによる植物相及び植生への影響が大きいことや、1980年代まで

は高山・亜高山帯にはニホンジカは生息していなかったことから、高山・亜

高山帯では可能な限り排除することを目指す。 
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②山地帯 

 高山・亜高山帯へのニホンジカの侵入を低減させるため、ニホンジカの生

息密度を低密度状態にすることを目標とする。 

 

５．対策の実施方針 

（１）生態系の状況把握及び監視 

南アルプスの生態系を特徴づける植物の生育状況及び攪乱要因であるニホ

ンジカの生息状況を把握するための調査を行い、その動向を定期的にモニタ

リングする。 

 

①植物相及び植生の監視 

ニホンジカの影響を監視し、ニホンジカ対策の実施効果を把握するため、

植物相及び植生についての固定調査区での継続調査や登山道踏査による調査

等、定期的な調査を行う。 

 

②ニホンジカの生息状況等の把握 

ニホンジカの生息状況や移動経路等を把握するため、GPS テレメトリー、

ライトセンサス、赤外線センサーカメラを用いた調査等を行う。また、捕獲

効果の評価、捕獲効率の向上を図るため、捕獲実施状況等の把握を行う。 

 

（２）ニホンジカの防除 

①個体数管理 

ニホンジカによる高山・亜高山帯の植生への影響を低減させるため、この

地域からニホンジカを可能な限り排除することを目指し、捕獲を実施する。

本来のニホンジカの生息地域である山地帯においても、第二種特定鳥獣管理

計画等に基づき県や市町村等が実施している個体数管理事業と連携して実施

する。 

 

②防鹿柵（植生保護柵） 

上記（１）により把握した植物相及び植生の状況及びニホンジカ生息状況

を踏まえ、防鹿柵の設置による対策を行う。 

柵の耐久年数やメンテナンスの必要性、地形等により設置場所が制限され

ることから短中期的に取り組む局所的対策であり、植生の保全を図るための

予防的、緊急的措置として位置づける。 
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（３）環境の改善 

①土壌侵食等への対策 

ニホンジカの採食圧により裸地化した箇所について、マットや土留め等に

よる土壌侵食の抑制を行う。その上で、自然条件下での植生の回復が見込め

ない場合には、専門家の指導・協力を得て移植や播種による植生の復元等を

検討及び実施する。 

②ニホンジカ増加防止のための環境改善 

道路の法面や伐採跡地、牧草地等は、ニホンジカの餌場となり個体数の増

加につながる可能性が高いため、これらの改善に向けた対策について検討を

行うとともに管理者へ働きかける。 

 

（４）生態系の維持回復に必要な動植物の保護増殖 

南アルプスには固有種等が多く、また特殊な地質に生育する特殊な植物も

多く見られる。これらは自然条件下における生息域内保全が原則である。し

かし、（２）（３）の対策を実施した上でも生息域内での存続が危ぶまれる場

合には、専門家の指導・協力を得て移植又は生息域外保全を慎重に検討、実

施する。 

 

（５）順応的管理に向けた技術開発 

順応的管理を進めて行く上で必要なモニタリング手法や新たな排除手法等

に関する調査研究、技術開発を図る。 

 

（６）普及啓発 

地域住民や登山者に対し、下記の内容に関する普及啓発を進め、対策への

理解と協力を働き掛ける。 

①高山・亜高山帯の生態系の重要性、脆弱性や高山植物の希少性、保全の

意義 

②ニホンジカによる植生、植物相への影響の状況 

③防鹿柵（植生保護柵）設置・ニホンジカ捕獲等の対策 

 

（７）その他 

対策の実施にあたっては別紙の留意事項を踏まえるものとする。 
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６．実施体制 

連絡会構成機関は、本対策方針を踏まえ、優先順位を検討しつつ対策の実

現を図ることとする。 

その際、南アルプス高山植物等保全対策連絡会の場を活用して、対策に係

る情報を共有し、連携及び協力して必要な対策を推進することとする。 

 

（１）連絡会構成機関の役割分担 

本対策方針に基づく対策における連絡会構成機関の役割は、次のとおりと

する。 

 

① 環境省 

南アルプス国立公園の保護管理を適切に行う立場から、次の項目のとお

り、連絡会構成機関等と連携しつつ対策の推進を図る。 

・南アルプス高山植物等保全対策連絡会の運営を通じた連絡会構成機関の情

報交換及び連携の確保 

・南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針の策定と見直しの中心的役割 

・植物相及び植生の状況の監視及びニホンジカ生息状況等の把握 

・調査で得られたデータを連絡会構成機関等へ情報提供 

・南アルプス国立公園におけるニホンジカ個体数管理の積極的実施 

・南アルプス国立公園における防鹿柵設置による対策の実施 

・その他必要な対策の実施 

 

② 林野庁 

南アルプス及び周辺の国有林を含む地域の高山植物等の保全を行うため、

次の項目のとおり南アルプス食害対策協議会等と連携しつつ対策を推進す

る。 

・国有林及び周辺地域におけるニホンジカ個体数管理の積極的実施 

・国有林及び周辺地域における防鹿柵、樹木保護ネット等の設置 

・国有林内におけるニホンジカ行動調査、植物・昆虫・土壌等の生物多様性調

査の実施 

・調査で得られたデータを連絡会構成機関等へ情報提供 

・その他必要な対策の実施 

 

③ 県 

・南アルプス国立公園及びその隣接地域におけるニホンジカの個体数管理の

積極的実施や南アルプス国立公園及びその隣接地域における狩猟の促進等 
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を内容に含む第二種特定鳥獣管理計画等の策定（全県的な計画へ盛り込む

ことを含む）の推進 

・国、隣接県、関係市町村等と連携し、第二種特定鳥獣管理計画等に基づく

対策の推進 

・南アルプス国立公園及びその隣接地域におけるニホンジカ個体数管理の積

極的実施 

・植物相及び植生の状況の監視、ニホンジカ生息状況の把握、調査で得られ

たデータを連絡会構成機関等へ情報提供、防鹿柵の設置等について連絡会

構成機関と連携、推進 

 

④ 市町村 

・県の管理計画や、鳥獣被害防止特別措置法により市町村が策定する鳥獣被

害防止計画等に基づき、国、県、関係市町村等と連携しながら、南アルプ

ス国立公園周辺域を中心にニホンジカ捕獲について実効的役割を果たす。 

 

（２）研究者及び研究機関等との連携 

ニホンジカの生態や植生への影響等に関する調査を行う研究者及び研究機

関との連携を図り、より効果的なニホンジカ対策を推進する。 

 

（３）関連する計画との連携 

対策の実施にあたっては、農林水産省及び環境省が策定する南アルプス国

立公園南アルプス生態系維持回復事業計画、県が策定する鳥獣保護管理事業

計画及び第二種特定鳥獣管理計画、関係市町村が策定する鳥獣被害防止計画

等との整合を図り実施する。 

 

（４）方針の見直し 

順応的な考え方のもとに対策を実施していくため、対策の実施状況やモニ

タリング結果等を総括的に検証し、本対策方針の見直しを行うものとする。

見直しは５年を目途に行うこととするが、期間内であっても必要があると認

められる場合には見直しを妨げないこととする。 

 

７．その他 

 対策を着実に推進するため、対策方針のもとに対策実施計画を策定するこ

と等について検討する。 
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南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針 別紙（素案） 

 

 

 南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針５．対策の実施方針（７）その他

に定める留意事項は以下のとおりとする。 

 

１．保全対象地の選定について 

具体の保全対象地の選定にあたっては、固有種等の生育地である場所、典

型的な「お花畑」が成立している場所、ニホンジカの影響が及ぶ以前に良好

な「お花畑」がみられた場所、ニホンジカの影響により土壌侵食が生じてい

る場所等の中から、専門家等の意見を踏まえて選定した下記の場所を、特に

優先的な保全対象地として検討する。 

対象地はニホンジカの影響段階に応じて（１）～（４）のとおり区分して

示す。 

なお、ここに示すのは保全対象地であり、対策実施区域とは異なることに

留意が必要である。 

 

（１）ニホンジカの影響が及んでおらず、保全を優先すべき植生が残ってお

り、今後、影響を受ける可能性が高い場所 

    北岳（キタダケソウ生育地保護区周辺） 

中白根山 

間ノ岳周辺（三峰岳を含む） 

西農鳥岳 

荒川岳山頂周辺 

赤石岳周辺 

兎岳周辺 

聖岳山頂周辺 

 

（２）ニホンジカの影響により植生が変化しつつあるが、現在であれば保全

を優先すべき植生の復元の可能性が高い場所 

北岳（小太郎尾根～肩ノ小屋周辺） 

千枚岳（千枚岳～丸山間の稜線斜面） 

荒川岳（前岳～中岳）の南斜面 

上河内岳周辺 

茶臼岳（茶臼小屋周辺） 

茶臼岳（北稜線） 
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（３）ニホンジカの影響により、既に植生が著しく変化している場所 

仙丈ヶ岳馬ノ背周辺 

藪沢上流部から馬ノ背 

小仙丈カール周辺 

仙丈ヶ岳山頂（北部） 

仙丈ヶ岳山頂（南部） 

北岳（草すべり周辺、二俣、白根御池周辺） 

北岳（旧北岳小屋周辺） 

熊ノ平（小屋北側） 

北荒川岳（東斜面、西斜面） 

千枚小屋周辺 

本谷山 

三伏峠から烏帽子岳周辺 

荒川岳(荒川小屋上部) 

聖平周辺 

光岳（小屋周辺、センジュ原） 

 

（４）ニホンジカの影響により、植生が消失した結果、裸地化して土壌侵食

が生じている場所 

地蔵岳（赤抜沢の頭分岐下部） 

農鳥小屋（水場） 

塩見岳の南東斜面 

百間洞周辺 

 

２．各対策の実施について 

各対策の実施にあたっては次の事項に留意する。 

括弧内の数字は本文と対応している。 

（２）ニホンジカ防除 

① 個体数管理 

ⅰ 捕獲場所の考え方 

捕獲場所の選定にあたっては、保全対象地、防鹿柵設置状況、ニホンジ

カの生息状況等を勘案し、専門家等の意見を踏まえ総合的に判断する。 

高山・亜高山帯等でニホンジカを捕獲するには困難を伴うが、特に夏季

に高山帯及び亜高山帯を利用するニホンジカを積極的に捕獲することが重

要である。 
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このため、夏季の高山・亜高山帯における捕獲に努めるとともに、ニホ

ンジカの生息状況や移動経路等を踏まえ、季節移動するニホンジカの中継

地や越冬地等での捕獲を積極的に行い、山地帯についても関係機関の連

携・協力のもと、捕獲を行う。 

また、ニホンジカの移動範囲が市町村域、県域を越え、広範囲な捕獲が

必要なため、猟友会等の協力を得ながら行政界を越えて連携した捕獲に努

める。 

 

ⅱ 捕獲方法 

高山・亜高山帯に生息するニホンジカは山地帯に比べ生息頭数が少ない

ことや、捕獲場所が急峻であることから、地域ごとに効果的・効率的な捕

獲方法で実施する。 

また、既存の捕獲方法である銃器（巻き狩り、忍び猟、誘引射撃、待機

射撃等）やわな（くくりわな、囲いわな等）による方法以外に、ドロップ

ネット等や試験段階にある新たな捕獲方法も必要に応じて検討する。 

 

ⅲ 捕獲時の配慮 

高山・亜高山帯で捕獲したニホンジカの処理方法については、生態系へ

の影響、捕獲の効果や効率等を総合的に判断し、関係機関と調整を図り決

定する。捕獲個体については、適切な処理が困難な場合、または生態系に

影響を及ぼすおそれが軽微でやむを得ない場合は、埋設等を検討する。 

なお、捕獲は植生及び他の動物への影響、利用者等の安全性の確保に配

慮して実施する。 

 

ⅳ モニタリングの実施 

ニホンジカの捕獲効果の評価や捕獲効率の向上を図るため、捕獲状況及

び捕獲後の生息状況等についてモニタリング調査を行い、必要に応じて捕

獲方法等の見直しについて検討する。 

捕獲に関するモニタリング項目は、捕獲頭数、捕獲位置、性、年齢区

分、捕獲努力量、捕獲効率（CPUE）、目撃効率（SPUE）、捕獲の成功率等を

収集するように努める。 

 

ⅴ その他  

高山・亜高山帯からニホンジカを排除するために、移動を阻害するための

遮断柵等について、必要に応じ検討する。 
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② 防鹿柵（植生保護柵） 

ⅰ 設置場所の考え方 

防鹿柵の設置場所の考え方は以下のとおりとする。 

ニホンジカの影響が及んでおらず、保全を優先すべき植生が残っており、

今 

後、影響を受ける可能性が高い場所に防鹿柵を設置することにより、植生保

全のための予防的措置をとる。 

ニホンジカの影響により植生が変化しつつあるが、現在であれば、保全を

優先すべき植生の復元の可能性が高い場所に防鹿柵を設置することにより、

植生の復元を図る。防鹿柵の設置後、ニホンジカの嗜好性が低い植物や採食

耐性が高い植物が増加・繁茂し、他の植物の生長を妨げている場合には、必

要に応じて刈り取り等の植生管理を検討する。 

ニホンジカの影響により既に植生が著しく変化しているが、ニホンジカの

影響が及ぶ以前に良好な「お花畑」がみられた場所において、必要に応じて

防鹿柵を設置した上で、植生管理等の適切な対策を行い、植生の復元を図

る。 

また、特に保全を優先すべき種が生育する場所については、ニホンジカの

影響に対する予防的措置ならびに周辺への種子供給源及び遺伝子資源の保存

の観点から、防鹿柵の設置を検討する。 

ニホンジカの影響により、植生が消失し裸地化して土壌侵食が生じている

場所に土壌侵食対策を施し、必要に応じて防鹿柵を設置することにより、土

壌侵食を防ぎ、植生の復元を図る。 

なお、設置場所の選定にあたっては、継続的な維持管理に留意する。 

 

ⅱ 規格・色彩等 

国立公園内に設置する防鹿柵については、景観に配慮するため、色彩等が

景観と不調和でないことに留意するとともに、可能な限り規格を統一するこ

とを検討する。ただし、各種動物のネットへの絡まりが懸念される場合には

その対策に配慮する。 

国立公園外においても可能な限りこれらのことに配慮する。 

 

ⅲ 設置方法 

高山という厳しい環境に設置することを踏まえ、特に風雪に対して耐久性

の高い防鹿柵を設置する。風雪や斜面の積雪による過重負荷から柵の損傷を

防ぐため、必要に応じ冬季に柵を外す等に留意する。加えて、設置及び維持

管理等の作業上の問題や、土砂や降雨、風雪による倒壊の可能性を考慮す

る。 
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防鹿柵は、ニホンジカの侵入を防ぐために、高さ、ネット・金網の強度に

留意し、柵下部からのもぐり込みを防止する構造とする。 

また、ニホンジカやカモシカ、ライチョウ等の動物が防鹿柵に絡まった

り、そのことより柵が損傷することを防ぐため、ネットや金網の色、網目の

大きさ、材質等に配慮するとともに、動物の移動経路を確保するように設置

する。 

防鹿柵設置に際しては、設置場所及びその周辺の植生に影響を与えないよ

うに配慮する。 

案内パネル、ポスターまたはチラシ等により柵の設置目的等の説明に努め

る。 

国立公園にあっては柵の更新や撤去に伴い生じる不要な資材は基本的に公

園外に搬出して適切に処分する。 

 

ⅳ メンテナンスの実施 

防鹿柵設置後、定期的な点検を実施し、必要に応じてメンテナンスを行

う。 

 

ⅴ モニタリングの実施 

防鹿柵の効果、植生の状況を把握するため、モニタリング調査を定期的に

実施する。 

 

（３）環境の改善 

① 土壌侵食等への対策 

ⅰ 方法 

イ マット等の設置 

マット、シート、ネット等を施工することにより、土壌の移動を防

ぎ、土壌侵食を防ぐ。素材には、麻やココヤシ等の天然素材と合成素

材がある。景観や施工場所の環境を大きく改変しないように、景観に

配慮した色合いや自然分解する素材を使用することが望ましい。しか

し、合成素材は時間が経過してもその効果に変化がないのに対し、天

然素材は時間の経過とともに土壌侵食の抑制効果が小さくなることを

考慮する必要がある。 

 

ロ 土留め 

木材や岩石による土留めがあり、いずれの場合も材料を現地で調達

することが望ましいが、確保が困難な場所もあるため、環境に配慮し

つつ規格化された材料を使用することも検討する。 
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岩石による土留めは耐久性が高いが、高山・亜高山帯への岩石の運

搬にはヘリコプターを使用するため、多大な費用が必要である。ま

た、低地から岩石を運び入れる場合には、現地の岩質とは異なる岩石

が用いられる可能性がある。 

 

ハ 植物の移植 

土壌侵食を防止する対策を行った上で、自然条件下での植生の回復

が望めない場合には、植生をより積極的に復元させる必要があるかに

ついて検討する。積極的な復元が必要であると判断された場合は、現

地で採集した植物の移植、現地に生育する植物の種子による播種を検

討する。この場合、個体や種子を採集する個体群への影響や、生育地

の生態系にも悪影響を与えないように十分配慮する。 

移植に際しては、次項の「（４）生態系の維持回復に必要な動植物の

保護増殖」と同様な課題があるため、それらを十分に把握、検討の上

決定す。 

 

ニ ニホンジカ侵入防止対策 

土壌侵食の防止により植生が回復し、依然としてその場所のニホンジ

カの生息密度が高い場合には、ニホンジカによる採食を防ぐため、防鹿

柵やグレーチング（金属メッシュ板）の設置等を検討する。 

 

ⅱ メンテナンスの実施 

マット等の施工後には、凍結融解作用の影響や、強風、豪雨、吹雪等の高

山・亜高山帯の厳しい環境によって、緩んだり、損傷することから定期的な

メンテナンスを行う。 

土留めに関しても、設置した木材や岩石の損傷が生じる可能性があること

から、定期的なメンテナンスを行う。 

侵入防止のため防鹿柵やグレーチング等を設置した場合も、定期的な点検

を実施し、必要に応じてメンテナンスを行う。 

 

ⅲ モニタリングの実施 

マット等の施工、土留め、植物の移植、ニホンジカの侵入防止等、実施し

たそれぞれの対策の効果についてのモニタリングを定期的に行う。 
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（４）生態系の維持回復に必要な動植物の保護増殖 

ⅰ 考え方 

対象種は、生息域内での種の存続の困難さと、移植先や生息域外での存

続・繁殖の可能性等に鑑み、専門家の指導・協力を得て選定する。移植や生

息域外保全は個体・種子の人為的移動を伴い、また多くの高山植物はその生

態が明らかではなく、移植先や生息域外での生育に耐えうるかも判明してい 

 

ない種がほとんどと考えられるため、実施後の影響を考慮して慎重な対応が

必要である。 

対象種を選定後、その種の状況に応じて移植または生息域外保全のいずれ

か、場合によっては両者の実施を検討する。生息域外へ持ち出し、人為的な

管理下におく場合には、ニホンジカの採食による種の絶滅を回避するため一

部の個体・種子を域外に持ち出すことと、将来ニホンジカの過大な影響が排

除された場合やニホンジカの影響を受けない防鹿柵内への植え戻し（野生復

帰）の両面を考える必要がある。植え戻しにあたっては、植え戻す先での遺

伝的多様性の攪乱、個体群的特性の攪乱の可能性についても検討する必要が

ある。 

 

ⅱ 方法 

イ 移植 

移植元となる個体・種子の採集場所を選定し、どのような生育段階、

時期での採集が適当かを検討する。採集場所は、複数の個体の採集また

は複数の個体からの種子採取が可能な場所を選定し、移植個体群の遺伝

的多様性を確保する。同時に、個体・種子の持ち出しの対象となった個

体群の個体数の減少や遺伝的多様性の攪乱等の、受け得る悪影響を最小

限にとどめるよう配慮する。 

移植先についても、対象種の生育に適した環境であるかを検討し選定

する。また、どのような生育段階、時期での移植が適当かを検討した上

で移植を実施する。さらに、移植先での遺伝的多様性の攪乱、個体群的

特性の攪乱を起こさないような配慮が必要である。 

ただし、生育地が壊滅的な打撃を受け、もはや個体群存続の可能性が

極めて低いと考えられる場合はこの限りではなく、緊急避難的に防鹿柵

内等に移植することも考えられる。 
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ロ 生息域外保全 

まず、生息域内から持ち出した個体・種子を管理し、栽培・増殖を図

る施設を決定する必要がある。生息域外保全を実施するにあたっては、

専門技術者の下、長期的な視点を持って管理する体制を構築することが

重要である。事前に、持ち出す個体・種子数や増殖の目標個体数を検討

した上で、系統の保存や将来の植え戻し（野生復帰）のための個体の栽

培・増殖を行う必要がある。その際、生態的に明らかとなっていない事

柄を解明するように情報の蓄積にも努める。例えば開花や結実の条件、

結実数、種子の発芽率等の情報が得られることは、も有益である。 

持ち出す個体・種子の採集場所を選定し、どのような生育段階、時期

での採集が適当かを検討する。採集場所は、複数の個体の採集または複

数の個体からの種子採取が可能な場所を選定し、生息域外に持ち出す個

体群の遺伝的多様性を確保する。同時に、生育地に残される個体群の個

体数の減少や遺伝的多様性の攪乱等の、受け得る悪影響を最小限にとど

めるよう配慮する。 

植え戻し（野生復帰）に際しても、対象種の生育に適した環境である

かを検討し、植え戻し先を選定する。また、どのような生育段階、時期

での植え戻しが適当かを検討する。さらに、植え戻す先での遺伝的多様

性の攪乱、個体群的特性の攪乱を起こさないような配慮が必要である。

また、人為管理下で感染するウイルス、寄生生物や外来生物の非意図的

導入とならないようにすること、近縁種や地域個体群間との交雑が生じ

ないことにも配慮する必要がある。 

ただし、生育地が壊滅的な打撃を受け、もはや個体群存続の可能性が

極めて低いと考えられる場合はこの限りではなく、緊急避難的に生息域

外へ持ち出すことも考えられる。上記の生息域外保全のほか、種子を長

期的に保存するという、植物の生活史を利用した方法が考えられる。種

子保存は、有用な作物や希少植物の一部で既に行われており、必要に応

じて絶滅に瀕する固有種や希少種の種子保存の可能性について検討す

る。 

 

ハ モニタリングの実施 

ａ 移植 

移植の効果や持ち出しの対象となった現地の個体群・生育環境への影

響についてのモニタリングを定期的に行う。 
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ｂ 生息域外保全 

持ち出した個体の生育・増殖の状況の把握及び監視を行う。また、植

え戻し（野生復帰）による効果や域外への持ち出しの対象となった現地

の個体群・生育環境への影響についてのモニタリングを定期的に行う。 
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Ⅴ．高山帯に影響を及ぼすニホンジカ個体数削減に向けた方向性の整理資料作成 

 

 

１．高山帯に影響を及ぼすニホンジカ個体数削減を目指した方向性の整理 

（１）既存資料の整理 

高標高地域における捕獲手法の事例として、①モバイルカリング（北海道有林釧路

管理区と富士宮国有林）、②山梨県が実施した高標高地におけるシカ捕獲手法の開

発、③硝酸塩を用いた捕獲試験について整理した。 

  

①モバイルカリング（誘引狙撃捕獲） 

 ■北海道有林釧路管理区(浜中町)でのモバイルカリング 

エゾジカ対策の要である捕獲技術を開発するため、

道有林釧路管理区（浜中町）において実施されたモバイ

ルカリングについて整理した。 

実施体制は、北海道、浜中町、(地独)北海道立総合

研究機構、酪農学園大学である。 

  モバイルカリングとは、安全管理のもとで給餌をし、

車両で移動（モバイル）しながら、組織的かつ計画的な

個体数調整（カリング）を行う捕獲手法のことであり、

モバイルカリングの定義は、下記のとおりである。 

１. 森林内でシカの個体数調整を行うための組織的・計画的な管理捕獲手法  

２. 道路を車両で移動しながら、車両の内外から捕獲  

３. 公道発砲を行うため、法令にしたがって手続き  

４. 一般のハンターから選択された地域の人材による捕獲  

５. 給餌を行い、シカを誘引  

６. 群れの全個体を一度に捕獲することを必須としない 

 また、モバイルカリングを実施するには、以下の３つの条件が必要となる。 

１．銃器による捕獲が可能な時期・場所・条件 

２．特別な捕獲を可能にする安全性の確保 

３．捕獲の取り組みを行う体制の構築 

 これらの条件の下、林道の通行止めと組み合

わせた公道発砲により、迅速に捕獲体制に入る

ことができ、一般狩猟より効果的な捕獲が可能

であったと報告されている。また、シカ発見か

ら発砲までの所要時間の平均は18秒、１人１日

あたりの捕獲数は一般狩猟の２倍以上であった

（北海道・浜中町・(地独)北海道立総合研究機

構・酪農学園大学、2013）。 
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 ■富士山国有林におけるニホンジカの新しい捕獲手法 

「富士宮市鳥獣被害防止対策協議会」を核として、関係行政機関、猟友会、学識経

験者等による捕獲体制を構築し捕獲を実施した事例を整理した。 

静岡森林管理署の国有林内において、誘引狙撃開始日約１ヶ月前からヘイキューブ

を餌として餌場を設置して、誘引されたシカを射手が林道上を車両で移動しながら、

給餌箇所の前で停止後、シカをライフルで捕獲する方法である。 

  捕獲実施の留意点として、車両からの狙撃の合法性の確保、安全確保、給餌活動、捕

獲作業(狙撃)が挙げられた。 

  成功のポイントとして、給餌プログラムにより日中にシカが餌場に出没し、捕獲が可

能となり、また捕獲を繰り返しても全ての餌場で餌付いた状態が継続できたこと、優

秀な専門的捕獲技術者を選択したこと、関係者が情報を共有連携しながら進めるシス

テムを構築できたことで大きな成果が得られたと報告された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（http://www.rinya. aff.go.jp/j/gyoumu/Gijutu/kenkyu_happyo/maff.go.jp/j/gyoumu 

/Gijutu/kenkyu_happyo/h25/gijutsu/pdf/25_hhg04_kanto.pdf）。 

 

 

②高標高地におけるシカ捕獲手法の開発 

山梨県が環境省地域生物多様性保全活動支援事業として実施した、囲いワナによる

集団捕獲と流し猟シャープシューティングについて事例を整理した。 

囲いワナによる集団捕獲を実施する上の課題として、 

  監視カメラ等の微弱赤色灯やブービートラップの張り糸に警戒する個体がいる 

  迅速な対応には捕獲通報システムの導入が必要である。 
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(http://www.env.go.jp/nature/choju/capture/pdf/capture4-02a.pdf) 

 

流し猟シャープシューティングを実施する上の課題として、 

  車内あるいは車上からの狙撃の条件整備 

  捕獲班と回収班の分業体制の確保 

  などが報告されている。 

 

（http://www.env.go.jp/nature/choju/capture/pdf/capture4-02b.pdf） 
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③硝酸塩経口投与によるシカ捕獲 

  現在、試験段階であるがシカを減らすために「硝酸塩経口投与」による捕獲が実用化

に向けて行われている事例を整理した。 

  硝酸塩経口投与によるシカ捕獲のメカニズムは、以下のとおりである。 

反芻動物は、植物体中の硝酸態窒素をアンモニアまで変換させ、それにより増殖し

た微生物を消化しアミノ酸として吸収する経路で、毒性の高い亜硝酸イオン（以下、

NO2–）が生成される。反芻家畜では、多量の窒素施肥による硝酸態窒素過多の飼料摂

取で生成された、NO2– による中毒事故が報告されておいる。反芻動物がNO3– を摂取

すると、硝酸還元菌がこれをNO2– に還元する。胃から血中に移行したNO2– は、赤血

球にあるヘモグロビン（以下、Hb）の二価鉄を三価に酸化し，酸素運搬能力のないメ

トヘモグロビン（以下、Met-Hb）に変える。これが増加することでMet-Hb 血症とな

り、進行すると酸素欠乏症に陥り、死に至ることになる。 

  硝酸塩経口投与による野生シカを用いた捕獲試験は、2013 年12 月から翌年２ 月に

静岡県賀茂郡東伊豆町において４ 回実施された。その結果、７ 頭の捕獲（致死）に

成功した。 

硝酸塩経口投与によるシカ捕獲については、この方法の安全性やシカ個体数削減の

必要性をわかりやすく伝えコンセンサスを得ていくこと、選択的に反芻動物に対して

作用することと、その影響が拡散・連鎖しない安全性の高い方法であることを理解し

てもらう必要があり、致死量の採食を確実にする飼料・給餌方法の改良等，技術的確

度を上げていく研究も必要であると報告されている（大場、2015）。 

 

（２）南アルプス国立公園における捕獲方法及び実証試験捕獲 

  平成24年度から平成26年度に実施した高山帯にけるニホンジカ捕獲方法の検討並び

に捕獲実証試験（環境省関東地方環境事務所、2013、2014、2015）の概要を以下に整

理した。 

 

■平成24年度南アルプス国立公園ニホンジカ捕獲方法検討業務 

  夏期に高山・亜高山帯に出没するニホンジカを銃器による捕獲の可能性を検討するた

め、北岳周辺、仙丈ヶ岳周辺、烏帽子岳周辺の３ヶ所において、踏査調査とセンサー

カメラ調査及びヒアリング調査と現地調査を行い、捕獲実施計画を作成した。 

  調査の結果、北岳周辺では日中のシカの目撃が少なくい。また、登山者の利用頻度が

非常に高く、捕獲実施については他地域より特に安全配慮が必要と考えられた。その

結果、ライフル銃を用いた「待機射撃」が提案された。仙丈ヶ岳周辺の小仙丈カール

では、早朝にシカを目撃する機会が多く、複数頭の群れを観察することができた。そ

のため、シカの逃避経路を塞ぐことで捕獲数を高めることが可能と考えられ、ライフ

ル銃及び散弾銃を用いた「待機射撃」が提案された。烏帽子岳周辺はダケカンバ林と

シラビソ林及びハイマツ帯で見通しが悪く遠距離からのライフル銃による捕獲は、人

の立ち入りを厳しく制限する必要があり「待機射撃」は困難である。しかし、三伏峠
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－三伏小屋－烏帽子岳を結ぶ三角形の場所であれば、巻き狩りによる捕獲は可能であ

り、実施計画では、具体的に烏帽子岳から三伏小屋を結ぶラインに射手を配置し、三

伏峠側からニホンジカを追い出すように勢子が移動する方法が提案された。ただし、

シカの目撃頭数が少なく、林内での作業のためシカを取り逃がす可能性が高いことが

報告さている。 

  これらの結果、銃による捕獲の可能性が高い順は、仙丈ヶ岳周辺、烏帽子岳周辺、北

岳周辺となった。また、ヘリコプターによる搬出及び作業範囲内を立ち入り禁止とす

ることを前提とした場合、小仙丈カールが最も有力な候補地となり、①待機射撃、②

誘引・給餌法を取り入れた待機射撃、③巻き狩りの３パターンの銃捕獲実施計画を作

成した。 

 

■平成25年度南アルプス国立公園高標高地域におけるニホンジカ捕獲実証試験業務 

平成24年度南アルプス国立公園ニホンジカ捕獲方法検討業務の結果を受け、小仙丈

カールにおける誘引・給餌法を取り入れた待機射撃の試行的捕獲を実施した。捕獲を

実施するに当たり、①実施体制及び安全確保のためのマニュアル作成、②シカ誘導柵

及びオートフィーダーの設置、③安全確保のための広報等を行った。 

捕獲実施期間については、捕獲個体をヘリコプターで公園外に搬出するため、仙丈

小屋への荷揚げ日が９月４日であるので、試行的捕獲は平成25年９月１日から９月３

日に決定した。 

９月１日から小仙丈カールにおいて試行的捕獲を実施したが、１日から２日間は台

風17号（985hPa）の影響で悪天候のため捕獲は実施できなかった。９月３日は濃霧の

ため視界がそれほど良くなかったが、カール内は風がある状況であり、登山者の安全

を確保できる状況であったため捕獲作業を実施した。射手配置後、直ぐにニホンジカ

の群れを射手が発見し、周囲の安全を確認後、統括指揮者の指示に従って発砲した。

発砲後に周囲のニホンジカは、小仙丈沢方面に逃走した。ニホンジカのいた場所を５

名で捜索したところ、血痕を確認することはできたが、個体を発見、回収することは

できなかった。 

今年度の主な課題として、①捕獲個体の処理、②登山者の安全確保があげられた。

捕獲個体の処理に関しては、ヘリコプターによる搬出日が決まっていたため、そのた

め事前に悪天候と分かっていても捕獲期間を変更することができなかった。また、ピ

ックアップポイントの事前申請が必要なヘリコプターの運用は、捕獲位置が事前に特

定できない実態では銃器による機動性が発揮できず実施が困難であると報告されてい

る。 

次に、登山者の安全確保に関しては、捕獲実施区域内の立ち入り禁止規制は行わな

いこととなり、仙丈小屋から稜線登山道に向かうトラバースルート、並びに仙丈ヶ岳

山頂から小仙丈ヶ岳山頂までの登山道を境として、小仙丈カール内（野呂川の小仙丈

沢ならびに大仙丈沢まで）に沢登りや登山者がいないことを確認したうえで捕獲作業

を実施することとなった。実にこの範囲は約3.25頭/km2である（図Ⅴ－１）。今回はラ
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イフル銃の跳弾の可能性を考え、最大の安全確保のためこの様な安全確保対策を行っ

た。天候不良のため捕獲当日は登山者がいなく発砲することができたが、天候に恵ま

れた場合は登山客が多く、シカが出没しても発砲機会が得られるかが課題と思われ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅴ－１ 平成25年度の安全確保範囲 

 

■平成26年度南アルプス国立公園高標高地域におけるニホンジカ捕獲実証試験業務 

平成26年度も平成25年度と同じく、捕獲個体はヘリコプターによる公園外搬出、捕

獲方法も小仙丈カールにおける誘引・給餌法を取り入れた待機射撃を実施した。昨年

度の結果を踏まえ、①天候に影響を受けないように捕獲実施期間を６日間とした。②

安全確保対策として、仙丈ヶ岳から小仙丈ヶ岳の稜線上及び沢内などの捕獲エリア付

近に利用者がいる場合には、捕獲を中断する。警備員は小仙丈ヶ岳手前400ｍ地点、仙

丈ヶ岳、仙丈小屋、小仙丈沢入口に配置し、エリア内に利用者が立ち入った場合には

捕獲を中断することとした（図Ⅴ－２）。これにより、登山者の安全確保範囲が狭ま

り、発砲機会を高めることが期待できた。 

８月22日から８月27日に小仙丈カールにおいて試行的捕獲を実施した。22日は天候

も良く捕獲作業マニュアルに従い捕獲作業を実施したが、捕獲エリア内にニホンジカ

が出没しなかったため発砲することはなかった。しかし、６時13分から16時の捕獲時

間帯に捕獲区域に係る稜線上に登山者がおらず、発砲が可能であった時間帯は15時02

分から15時59分までの57分間だけであった。この時間内に、捕獲作業範囲内にシカが

出没していることと天候が安定していることが捕獲の条件となるが、捕獲区域に係る

稜線上にいた登山者は最大51名であり、夏の観光シーズンの登山者の多い状況では発

砲する機会はほぼないと考えられた。 

８月22日以降は「平成26年８月豪雨（気象庁報道発表資料、平成26年9月3日）」と

命名された悪天候のため、捕獲作業を実施することができなかった。 

  ２ヶ年間の捕獲実証試験では、結果的にニホンジカを１頭も捕獲することはできなか

凡例 

 警備係 
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った。以下にその主な要因を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅴ－２ 平成26年度の安全確保体制 

 

 捕獲時期：シカの生息動向や登山客の繁忙に合わせた捕獲適期に捕獲が実施でき

なかった。捕獲最適期は６月～７月と考えられ、８月以降になると台風の影響

や夏季の登山シーズンと重なり、捕獲作業が困難な状況になる。 

 捕獲個体の処理：２ヶ年ともヘリコプターによる公園外搬出が条件であった。こ

のことにより、ヘリコプターへのピックアップ地点へ捕獲個体を運搬させなけ

ればならず、自ずと捕獲地点が限定された。高山・亜高山帯でニホンジカを捕

獲する場合は、現地埋設について検討する必要があると考えられた。 

 捕獲手法：今回は銃器を用いた捕獲を実施したが、高山・亜高山帯では山地帯に

比べ生息数が少なく、捕獲効率も低いと考えられるため、複数の捕獲方法を用

いて捕獲を実施することが重要であると考えられた。 

 

捕獲実施 

エリア 

【凡例】 

：給餌場

所 

：警備員配置場所 ：射手配置場所 
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２．平成28年度から着手する実施計画案の検討・作成 

平成24年度から平成26年度に実施した高山帯におけるニホンジカ捕獲方法の検討並び

に捕獲実証試験の結果及び、検討会とシカ管理手法検討グループ会議において検討された

結果を踏まえ、高山帯に影響を及ぼすニホンジカの個体数削減のため、平成28年度以降

において着手する実施計画案を検討し、作成した。 

 実施計画案は、図Ⅴ－３のイメージのように「高山・亜高山に影響を及ぼしているシカ

を捕獲」ということを念頭に、下記基本事項を踏まえ作成した。 

 

実施計画案を作成するにあたり、当面は以下のことを基本とした。 

 捕獲個体は国立公園外に搬出し、適正に処分する 

 捕獲方法は、法定猟法で実施する 

 捕獲候補地は、野呂川出合から両俣小屋に至る仙丈治山運搬路（山梨県） 

馬ノ背稜線部（長野県） 

蕨段から林道終点までの千枚林道（静岡県）の３箇所(図Ⅴ－４) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅴ－３ 捕獲地域のイメージ図 

この地域、この時期での

捕獲 

 

越冬地へ 越冬地から 
高山・亜高山 

山地 

平地 

高山・亜高山帯に 

影響を及ぼしているシカ 

越冬地 

6～9月 

10～5月 
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図Ⅴ－４ 捕獲候補地 

 

馬ノ背稜線部（長野県） 

千枚林道（静岡県） 

千呂川出合から両俣小屋に至

る仙丈治山運搬路（山梨県） 
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以下に、各候補地における実施計画案を表形式で作成した。 

業務内容 

仙丈治山運搬路 

（野呂川出合から両

俣小屋方面） 

千枚林道 

（蕨段から林道終点

まで） 

馬ノ背稜線部 

捕獲方法 銃器(モバイルカリング) わな(くくりわな) 

業務実施計画書作成 業務の内容、実施項目、業務の実施体制、連絡方法、連絡体制、そ

の他の業務実施上の必要となる事項について、業務実施前に計画書を

作成する。 

捕獲マニュアル作成 捕獲実施体制及び安全確保等について、作業従事者全員の役割を明

確化し、実際の作業手順や注意事項等が記載されたマニュアルの作成

を行う。 

関係法令申請等資料

作成 

 

業務を実施するにあたり申請等が必要な手続きについて整理すると

共に、それらの申請等に関する資料、及び関係機関への説明等に際し

て必要な資料の作成を行う。特に、モバイルカリングを実施する場合

は、警察や道路管理者との調整を行う。 

捕獲実施場所踏査 捕獲を実施する場所において、作業実施前に現地踏査を実施する。 

・実施ルートの検討(通行止めの範囲) 

・給餌場所の選定（狙撃地点の安全性確認） 

・連絡通信の確認 

・警備員の配置予定場所  等          

・わな設置地点の選

定 

・ピックアップ地点

までの搬出ルート確

認 

 

機材の現地搬入 

 

 車両による捕獲機材及び捕獲個体搬出資材

等を現地に搬入する。 

山小屋への荷物の

搬 入 時 期 に 合 わ せ

て、捕獲機材及び捕

獲個体搬出資材等を

現地に搬入する。 

シカ動向調査 

 

シカの動向を把握するため、センサーカメラを用いて調査を実施す

る。 

・給餌場所周辺 ・くくりわな設置地

点 

給餌 捕獲開始前より最低数週間前から給餌を開

始する。給餌は、原則的に同一の車両により

毎日行う。 

－ 

捕獲作業 捕獲作業は、現場監督者、狙撃者、回収

者、記録者からなる体制で実施する。 

・くくりわなの設置 

・毎日の見回り 

捕獲時期 ・春先（4月～5月）と秋から晩秋（9月～11

月） 

・6月～9月 

捕獲個体の搬出 ・車両による搬出 ・ヘリコプターによ

る搬出 

捕獲個体の適正処理 国立公園外に搬出し、動物の焼却可能な施設を有するペット火葬業

者において適正に処理をする。 

広報 関係機関及び登山者等に捕獲実施について周知徹底するため、機関

等に文書での通知を行う。また、捕獲実施周辺の山小屋等を利用して

チラシ及び看板の作成・配布・設置を行う。 

その他 ・非鉛弾の検討 

・使用する銃弾の種類（ライフル弾、スラッ

グ弾、00B）の検討 

・錯誤捕獲個体の放

獣体制 

・安全な止め刺し 
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 次に、実施計画を円滑に遂行するためには、シカの生息状況把握と関係機関との調整が

重要である。シカの出没が多い時期・時間帯、場所を的確に把握することで、効率の高い

捕獲が実施できると考えられる。このためにも、事前の調査や関係機関からの情報提供等

の密な連携が不可欠である。 

銃器によるモバイルカリングを行う場合は、仙丈治山運搬路を管理しているのが林野庁

（山梨森林管理事務所）、蕨段から林道終点までの千枚林道に関しては法人であり、道路

管理者との調整に多くの時間が必要となる。また、地元警察署との調整にも時間がかか

る。そのため、捕獲事業は一般的に単年事業で行われるが、初年度にシカの生息状況把握

と道路管理者等の関係機関との調整を行い、翌年度の最適期に捕獲を行うことが、コスト

面も含め捕獲作業が効率良く行うことができると考えられる。３年目は、２年度の結果を

フィードバックし、さらに捕獲を推進させることが可能になる。ちなみに、富士山国有林

での誘引狙撃や道有林釧路管理区(浜中町)でのモバイルカリングでは、数年間同じ場所

で実施しても計画とおりに捕獲を実施すれば、スレ個体の出現や捕獲効率の低下はないと

報告されている。 

 今回提案したモバイルカリングは、餌でシカを誘引させて日中（日出後から日没前）に

車で移動しながら銃器でシカを捕獲する方法である。夜間（日没から日出）にシカが餌を

食べに来ても、これまでは銃器で捕獲することができなかったが、平成26年に鳥獣保護

管理法が施行され、日出前、日没後の銃猟が一定の条件下で可能となった。 

地方自治体が「第二種特定鳥獣管理計画」を策定し、この管理計画のもと「指定管理鳥

獣捕獲等事業計画」を作成する。次に、認定鳥獣捕獲等事業者が「夜間銃猟作業計画」を

作成し、夜間銃猟が初めて可能となる。現在、山梨・静岡両県では、指定管理鳥獣捕獲等

事業計画に夜間銃猟を位置付けていないため、夜間銃猟は実施することはできないが、将

来的には実施の可能性はあるため、夜間の出没状況も把握することは有意義であろう。 

 わなによる高山帯での捕獲は、直接影響を与えているシカを捕獲することができ、影響

を減らすことに直結する。また、捕獲による忌避効果（捕獲場所に近寄らないこと）が考

えられ、お花畑などの出没を減少させる可能性がある。一方で、捕獲個体の適正な処理方

法の課題がある。今回の前提条件であるヘリコプターによる公園外搬出については、平成

25～26年度の捕獲実証試験でも指摘されているように運用の点に問題がある。一般的にヘリ

コプターの運行は、国土交通省の航空法によって事前に飛行ルート等の届け出が必要とな

る。そのため、事前に運航日及び飛行ルートを決めなければならない。特に、くくりわな

での捕獲では、銃器による捕獲効率より低く、いつ捕獲できるか不確定である。そのた

め、ヘリコプターの運航日までシカを保管することが必要となる。ただし、天候によりヘ

リコプターの運行が変更されることは十分に予想されるため、山小屋に冷凍庫または冷蔵

庫を配備し、搬出日まで保管する必要がある。さらに、ヘリコプターへのピックアップ地

点が限定されるため、シカの運搬を考えるとくくりわな設置場所が自ずと限定されること

が考えられる。 

 これらのことを総合的に判断し、高山・亜高山帯に影響を及ぼしているシカの個体数削

減を行うためには、如何に最適時期に最適法方により捕獲を実施できるかが重要である。 
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